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学 位 論 文 題 名 

 

On the topology of the complements of plane algebraic curves 

（平面代数曲線補集合のトポロジーについて） 

 

博士学位論文審査等の結果について（報告） 

 

 

本学位論文は、複素平面代数曲線補集合の実 4 次元多様体としての微分同相型を表すハンドル分

解およびカービー図式を具体的に記述する方法を与えたものである。平面代数曲線補集合の基本群

は代数幾何における重要な研究対象であり、その記述方法として Zariski - van Kampen の方法およ

びブレイドモノドロミーの方法が知られている。また、ブレイドモノドロミーによって補集合のホ

モトピー型も記述されることが Libgober によって示されている。一方、平面代数曲線補集合には

複素 2 次元多様体として Stein 曲面の構造が入るので、Stein 多様体の一般論より、実 4 次元多様

体として指数 2 以下のハンドルのみからなるハンドル分解を持つことが従う。そこで、そのような

ハンドル分解を実際に構成しカービー図式を用いて具体的に記述したい、ということは自然な要請

である。申請者は Libgober の仕事を参考にしつつ、トポロジー的な直観を背景に独自のアイディ

アを数多く盛り込むことにより、平面代数曲線補集合の具体的なハンドル分解を見出し、さらにそ

のカービー図式がブレイドモノドロミーを用いて記述できることを示した。以上のように本論文の

内容は、平面代数曲線補集合という代数幾何的に重要な研究対象に 4次元トポロジー的手法を持ち

込むことにより、その微分同相型という深い情報の記述に成功したという面において、代数幾何・

位相幾何学の両分野に対して貢献するところ大なるものがある。 

 よって著者は、北海道大学博士（理学）の学位を授与される資格あるものと認める。 


